
１．概況・要約

□概 況

米国経済は，2016年４～６月期実質GDP（速報値）で，個人消費が前期比年率＋4.2%

と回復ペースにあるが，在庫投資などの減少が下押しに作用し，前期比年率＋1.2%と低

調な伸びにとどまった．欧州（ユーロ圏）経済は（４～６月期実質GDP），１～３月期に

比べその伸びは大きく減速したものの，前期比年率＋1.2%と底堅さを維持している．た

だし，英国経済は，国民投票でのＥＵ離脱派の勝利を受け，先行き停滞感が急速に強ま

る見通し．一方，中国経済は，４～６月期の実質成長率が前年同期比＋6.7%と前期比横

ばいで推移．公共投資が景気の下支えとなったものの，民間固定資産投資の減速に歯止

めがかからず，実質小売売上高も減速傾向にある．

こうした中，2016年上期の日本経済を外観すると，年初来，持ち直しへの期待感が

高まったものの，足元，海外経済の不確実性の高まりや円高・株安などを受け，企業の

景況感が下振れし，多くの項目が低下傾向にある．ちなみに，家計部門では，住宅着工

戸数が高水準で推移する一方，個人消費に停滞感がみられ，大型小売店販売額が消費増

税以降伸び悩みにあるほか，乗用車販売台数も低迷感が強い．企業部門でも，生産指数

が２ヵ月ぶりに上昇し先行きも増産が見込まれるものの，在庫調整が進まず，設備投資

の先行指標とされる機械受注も２ヵ月連続の減少となるなど，総じて慎重な動きが顕

在化している．

一方，福井県経済は，需要面として，大型店（百貨店・スーパー）で衣料品の動きが

鈍いことなどから足踏み感が見られるものの，コンビニエンスストア販売，ドラッグス

トア販売等が堅調に推移，家電販売も白物家電中心に持ち直し感が出始めている．しか

し，観光客入込が前年割れにあるほか，自動車販売なども精彩を欠く開を強いられてお

り，足踏み感も見られる．供給面では，繊維や眼鏡枠といった地場産業で製品別の生産

状況にバラツキが見られるものの，基調としては電子部品・デバイスがスマートフォ

ン向けを中心に，機械関連も自動車変速部品中心に，化学も合成樹脂中心に堅調な生

産・出荷動向を維持しており，業種間，企業規模間格差はぬぐえないものの，全体と

しては持ち直している．

□要 約

［第１次産業］

・漁 業 2015年の総漁獲量は12,700トンで，前年度よりも３％増加し，平年（過去10年

の平均値）よりもやや多かった．近年の漁獲量は平年値に近い数値で推移している．
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・農 業 北陸４県における集落営農数は，2,389組織であり（表１），前年に比べて16（0.7%）

の増加であった（2016年２月１日現在，以下同じ）．本県においては，新規にで

きたものが19，解散・廃止されたものが21となり，結果として２組織の減少，

合計597組織となっている．

［第２次産業］

・繊維工業 産地では，海外情勢の変動による為替の乱高下や国内でも主力の衣料品分野を中

心に動きが鈍く，また自動車内装材向けも弱含んでいることなどから，全体では

弱めの動きが続いている．

・眼鏡工業 眼鏡枠の生産状況をみると，国内向けは横ばいながら，海外からのOEM受注が

持ち直していることなどから，全体では緩やかに持ち直している．

・機械工業 本県の機械工業は，電子部品・デバイスが，スマートフォン向けで弱い動きとな

っていることから一部に弱さがみられるものの，輸送機械を中心に回復基調を維

持していることから，全体では緩やかに回復している．

・化学工業 本県の化学・プラスチック工業は，医薬品が高水準ながらやや弱含んでいるもの，

合成樹脂等の化学製品が持ち直しつあることや，プラスチック製品も産業資材が

横ばいとなっているが，建築，建築資材が持ち直していることから，全体では持

ち直している．

・建 設 2016年１－６月期の県内公共工事は，発注件数（累計）で1,374件，前年同期比

で2.3％減，請負金額（累計）は706億66百万円で，9.6％増と発注件数はほぼ前

年並み，請負金額は微増となった．

［第３次産業］

・小売商況 近畿経済産業局が発表した大型小売店販売状況によると，福井県における2016

年１－６月期の大型店販売額は，全店ベースで370億68百万円，前年同期比2.9%

減となった．

［主要経済指標］

・鉱工業生産指数 原指数は増減を繰り返し，季節調整済指数は2016年から減少傾向

・電力需要 全体では減少傾向が転じつつあり，産業用でも増加傾向が続いている

・保証承諾 保証承諾，代位弁済ともに概ね減少傾向となっている

・雇用情勢 有効求人倍率で1.8倍，新規求人倍率では2.4倍に達している

・所定外労働時間 2015年前半の増加傾向から後半以降は減少傾向に転じる

・企業倒産 ４か月連続で負債総額が10億円を下回り，倒産件数は小康状態

（南保 勝）
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２．第１次産業

□ 福井県漁業の概況

～福井県の2015年度の漁獲状況と福井県漁業の特徴～

2015年の総漁獲量は12700トンで，前年

度よりも３％増加し，平年（過去10年の平均

値）よりもやや多かった．近年の漁獲量は平

年値に近い数値で推移している．

福井県の主要な漁業は，定置網と底曳き網

とその他の釣り，延べ縄，刺し網等の漁業種

類であって，漁獲量からみて定置網がもっと

も多い．2015年の統計表でみるように，定

置網が7400トン（58％），底曳き網が3700

トン（29％），その他3700トンとなってい

る．その他漁業は，イカの漁獲量減少が続き，

長期にわたって減少を続けている．福井県に

は石川県の巻き網漁業のような大量に漁獲す

る漁業種類が存在しないので，漁獲量として

は少ない県である．そのかわり，ズワイガニ

のような高価格魚が漁獲され，その売上金額

に占める比率が高いという特徴がある．福井

県の漁業は，そのような魚種が高値で取引で

きる市場に支えられていると言える．

月別にみるとかなり大きな変動がみられ，

定置網は通常，夏場の漁獲が多く，それに対

して底曳き網の漁獲は冬場の漁獲が多い．図

表には示されていないが，定置網で漁獲され

る主要魚種は，ブリ類，サワラ，アジ類で，

イカ類も漁獲される．底曳き網はズワイガニ

のほか，アカガレイ，ホタルイカ，エビなど

が漁獲されている．ズワイガニの漁期は11

月から翌年の３月までで，種類ごとに漁期が

決められている．その最近の漁獲量は，ズワ

イガニ三種合計で400トンから600トンの間

で推移しているが，2015年の暦年の漁獲量

は450トンでそれほど多くはなかった．しか

しながら，近年の単価の上昇により漁獲金額

は過去最高を更新しており，ズワイガニの重

要性は福井県漁業の大きな特徴の一つである．

注】統計数値は福井県水産試験場が公開して

いる速報値によるものである．

（加藤辰夫）

定 置 網 底曳き網 そ の 他 合 計

２０１５年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１４年 ２０１５年 ２０１４年

１月 １８９ １８０ ２５７ ３４９ １０１ １７２ ５４７ ７０１

２月 ４３ １３３ ４６３ ３８５ ８６ ７３ ５９２ ５９２

３月 ６８ ８７ ４７５ ５４７ １０７ １３７ ６５０ ７７１

４月 ３３８ ４１０ ４９７ ６５２ １６８ １６０ ９６２ １２２３

５月 １０６３ １９０７ ５９９ ３４６ １６７ ２３０ １８３０ ２４８２

６月 ９５７ ９４９ ７０ ５４ ２８７ １７５ １３１４ １１７８

７月 １５２１ ５０８ ２５ ２２ ２４９ ２２６ １７９５ ７５７

８月 ４９８ ３９７ ２２ １７ １７３ １７３ ６９８ ５８６

９月 １１４４ ７３１ ２９８ ３２４ ３９ ７５ １４８２ １１３１

１０月 ４６７ ８４０ ３１３ ３０２ ５８ ５１ ８３８ １１９２

１１月 ６９６ ６３８ ４１１ ４６４ ７５ ５８ １１８２ １１６０

１２月 ４３９ ２９２ ２８６ １９４ ９０ ４６ ８１５ ５３２

合計 ７４２３ ７０７２ ３７１６ ３６５８ １６００ １５７６ １２７０５ １２３０６

図表１ 福井県の漁獲量の変化
単位：トン/月

出所：福井県水産試験場「浜へのたより」，２０１５．３．１
合計は，各月の合計に一致しない．
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□福井県農業の概況１）

～集落営農組織の動向～

○集落営農数の推移

北陸４県における集落営農数は，2,389組

織であり（表１），前年に比べて16（0.7％）

の増加であった（2016年２月１日現在，以

下同じ）．

本県においては，新規にできたものが19，

解散・廃止されたものが21となり，結果とし

て２組織の減少，合計597組織となっている．

○農業生産法人化の状況

次に，集落営農組織の法人化の状況をみる

と（表２），北陸４県では1,036法人（101法

人の増加），表には示していないが集落営農

組織に占める割合は43.4％と全国の27.9％

を大きく上回っており，地域別では最も高い．

本県では206法人（23法人の増加），集落営

農組織に対する割合は34.5％である．

なお，本県における法人形態の内訳は，農

事組合法人186，株式会社14，合名・合資・

合同会社４となっている．また，法人化して

いない集落営農組織において，「農業経営を

営む法人となる計画を策定している」のは北

陸４県では45.0％であるのに対して，本県で

は54.0％となっており，法人化への意向が依

然として強い．

○集落営農における活動内容

集落営農の活動内容をみると（複数回答），

北陸４県では，「機械の共同所有・共同利用

を行う」（87.1％）が最も多く，続いて「農

産物等の生産・販売活動を行う」（84.0％），

「農家の出役により，共同で農作業を行う」

（67.5％）となっており，本県もほぼ同様の

傾向を示している．

なお，本県における農産物の生産・販売活

動では，「水稲等の生産・販売」（454組織，

88.3％），「麦・大豆等の生産・販売」（363

組織，70.6％）が多く，「畜産物を含むその

他作物」は170組織（33.1％），「農産加工品

の生産・販売」は19組織（3.7％）と少ない２）．

このように本県では，早くから集落営農が

展開していたこともあり，農業の担い手とし

て集落営農組織の役割が大きく，法人化への

意向も依然として強いことがうかがえる．今

後は，法人組織の経営支援を適切に行うこと

や，組織リーダーの高齢化に対応するための

継承問題に取り組むことが重要な課題である．

また，農産加工など経営の多角化の可能性を

検討することも重要である．

【注】

１）本稿は，北陸農政局が2016年４月に公

表した『集落営農実態調査の結果（北

陸）』をもとに作成した．

２）百分比の母数は，「集落内の営農を一括

管理・運営している」組織を除いたもの

である．

（北川太一）

集落営農数 増減
（１６‐１５）

うち新規
うち，解
散・廃止２０１４年 ２０１５年 ２０１６年

全 国 １４，７１７ １４，８５２ １５，１３４ ２８２ ６８４ ４１０

北 陸 ２，３４６ ２，３７３ ２，３８９ １６ ６０ ４４

新潟県 ６９４ ７０４ ７１３ ９ １６ ７

富山県 ７７８ ７８０ ７７８ －２ １１ １３

石川県 ２８６ ２９０ ３０１ １１ １４ ３

福井県 ５８８ ５９９ ５９７ －２ １９ ２１

２０１４年 ２０１５年 ２０１６年 １６‐１５年

全 国 ３，２５５ ３，６２２ ４，２１７ ５９５

北 陸 ８５０ ９３５ １，０３６ １０１

新潟県 ３１５ ３２９ ３４３ １４

富山県 ２６６ ３１２ ３５５ ４３

石川県 １０３ １１１ １３２ ２１

福井県 １６６ １８３ ２０６ ２３

表１ 集落営農数の動向
（単位：組織）

注１）年次はいずれも２月１日現在．
２）解散・廃止，新規は，統合や分割したものも含む．
資料：北陸農政局『集落営農実態調査結果の概要（北陸）』（２０１６年

４月）による．

表２ 集落営農法人数の推移
（単位：組織）

資料：北陸農政局『集落営農実態調査結果の概要（北陸）』（２０１６年
４月）による．
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３．第２次産業

３－１．繊維工業

【最近の景況】

～全体では弱めの動き～

産地では，海外情勢の変動による為替の乱

高下や国内でも主力の衣料品分野を中心に動

きが鈍く，また自動車内装材向けも弱含んで

いることなどから，全体では弱めの動きが続

いている．特に，国内市場では，ユニフォー

ム向けやスポーツ・カジュアル向けが堅調な

がら，高級婦人衣料の需要が減少している．

また，非衣料分野でも，医療用貼布材などの

一部を除いて，全体では横ばいとなっている．

こうした中で，自主企画により独自製品の

開発に注力するなど，新たな市場を模索する

動きが強まっている．

参考までに，2016年5月の織物生産高は，

総計15,077千㎡で，前年同月比2.4%の減少

であった．このうち主力のポリエステルは

11,652千㎡で，同3.0%の増加，ナイロンは

856千㎡で，同46.0%の減少となっている．

一方，同年５月の染色整理加工高は，織物が

前年同期比1.8%増加し31,272千㎡であった

のに対し，ニット生地は9,597千㎡の同11.5%

の減少となっている． （南保 勝）

３－２．眼鏡工業

【最近の景況】

～緩やかな持ち直し～

眼鏡枠の生産状況をみると，国内向けは横

ばいながら，海外からのOEM受注が持ち直

していることなどから，全体では緩やかに持

ち直している．参考までに売れ筋品をみると，

主力のメタル枠では，やはり高難度の機能性

フレームや多品種小ロットのハウスブランド

ものなどが底堅い動きとなっている．

こうした中，産地では，低価格商品との差

別化と，有名ブランドの知名度に依存しない

ビジネスモデルの構築を図るため，自社ブラ

ンド商品や企業連携による高付加価値商品の

開発に取り組む動きが活発化している．

一方，最近の輸出動向をみると，2016年

１月～６月の輸出実績は，枠類合計（眼鏡枠，

眼鏡の合計）で146億41百万円，前年同期

比9.1%の増加と順調な推移となっている．

ちなみに，眼鏡枠は71億73百万円の前年比

1.8%の減少，眼鏡は74億67円の同22.1%の

増加となり，概ね順調に推移している．仕向

け地別では，主力の米国，ＥＵともに２～３

割の増加となっている． （南保 勝）

織物生産高・加工高（前年比）の推移 眼鏡枠関連製品の輸出実績（前年比）

資料：日本関税協会資料：福井県総務部情報政策課
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３－３．機械工業

【最近の景況】

～生産・出荷動向は緩やかに回復～

本県の機械工業は，電子部品・デバイスが，

高水準ながら，スマートフォン向けで弱い動

きとなっていることから一部に弱さがみられ

るものの，自動車変速装置部品など輸送機械

を中心に回復基調を維持していることから，

全体では緩やかに回復している．ただ，生産品

目により，回復の動きにバラツキもみられる．

ちなみに，一般機械では，工作機械が北米

向けを中心に順調に推移．一般のはん用・生

産用・業務用機械分野でも，自動車関連で国

内向けが弱含んでいるものの北米向けは堅調

となっていることから生産は概ね堅調となっ

ているほか，その他の製品でも，国内で補助

金等の活用による政策効果の増大などから，

受注・生産が堅調に推移している．また，電

子部品・デバイスは，生産量，受注残とも高

水準で推移．ただスマートフォン市場はLTE

の普及が進む中華圏を中心に堅調に推移して

いるとは言え．勢いがやや低下している．

ただ，今後の状況については，英国のＥＵ

離脱問題など，海外経済の不確実性の高まり

や金融資本市場の変動の影響に留意する必要

がある． （南保 勝）

３－４．化学・プラスチック工業

【最近の景況】

～総じて持ち直している～

本県の化学・プラスチック工業は，医薬品

が高水準ながらやや弱含んでいるもの，合成

樹脂等の化学製品が持ち直しつあることや，

プラスチック製品も産業資材が横ばいとなっ

ているが，建築，建築資材が持ち直している

ことから，全体では持ち直している．

ちなみに，化学工業は，合成樹脂等の化学

製品が持ち直しているほか，医薬品はやや弱

含んでいるもののジェネリック医薬品の利用

促進策が奏功していることに加え，新薬や

OEMが堅調に推移していることなどから，

生産は概ね順調に推移している．その他，化

粧品関連や医療用器具なども堅調を維持して

いる．

プラスチック工業は，生産品目によるバラ

つきが見られるものの，業界全体としては建

築資材を中心に持ち直している．

先行きに関しても，原油価格の動向や国内・

海外経済の動きに注視する必要があるが，概

ね堅調な動きで推移することが予想されてい

る．ただ，平成28年（2016年）熊本地震の業

界に与える影響には十分留意する必要がある．

（南保 勝）

化学・プラスチック工業の鉱工業生産指数の推移
（前年比の推移，原指数）

機械関連工業の鉱工業生産指数（前年比の推移，原指数）

資料：福井県総務部情報政策課資料：福井県総務部情報政策課
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３－５．建設業

□公共工事

～2016年前半は，期間全体で発注は

ほぼ前年並み，請負金額は微増～

2016年１－６月期の県内公共工事は，発

注件数（累計）で1,374件，前年同期比で2.3%

減，請負金額（累計）は706億66百万円で，

9.6%増と発注件数はほぼ前年並み，請負金

額は微増となった．

月別では，発注件数は１月が前年同月比

30.2%減，２月5.2%増，３月1.2%増，４月25.5%

減，５月7.8%増，６月14.0%増であった．

請負金額は，１月が前年同月比11.7%増，２

月64.1%減，３月7.2%増，４月58.1%増，５月

78.7%増，６月27.0%減．期間全体で微増とな

った．

１月－６月の発注者別の状況をみると，国

関連では件数が前年同期比16.7%減，独立行

政法人関連が22.2%増，県関連が4.3%増，市

町関連が8.3%減であった．

また請負金額については，国関連が52.0%

減，独立行政法人関連が110.4%増，県関連

が0.2%増，市町関連が15.0%増であった．

主な工事としては，鉄道建設・運輸施設整

備支援機構発注の北陸新幹線関連工事やえち

ぜん鉄道高架橋他工事の増加があった．

公共工事関連業界では，北陸新幹線など交

通インフラの整備，平成30年開催の福井国

体関連施設の整備などの大型公共工事に動き

がある中で，慢性的な技能労働者の不足が続

いており，受注対応や人件費の上昇など先行

きへの不透明感がある．

（芹沢利幸）

□住宅建設

～ほぼ前年並みを維持し，堅調に推移～

2016年１－６月の県内新設住宅着工戸数

は，対前年同月比で１月138.0%，２月107.8%，

３月95.7%，４月125.7%，５月104.1%，６月

70.6%．６月は前年同月大幅増であったため

その反動で前年比減．対前年同期比は，99.5%

と月ごとにばらつきがあるものの，昨年から

大きな変動はなく，ほぼ前年を上回っており，

堅調に推移している．

北陸三県では，同上半期では，石川県が対

前年同期比101.8%，富山県が121.5%であり，

北陸三県では富山県で特に貸家が大幅に増加

し，全体で前年を大きく上回っている．全国

合計では，対前年同期比105.2%である．

利用関係別では１－６月前年同期比で，持

家が110.1%ですべての月で前年を上回って

おり堅調に推移．貸家は79.8%と昨年投資目

図表１ 県内公共工事発注件数の推移 図表２ 県内公共工事請負金額の推移

資料：東日本建設業保証株式会社 資料：東日本建設業保証株式会社
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４．第３次産業

□商業

～食料品，日用品は堅調も、

衣料・家具等は不振が続く～

近畿経済産業局が発表した大型小売店販売

状況によると，福井県における2016年１－

６月期の大型店販売額は，全店ベースで370

億68百万円で前年同期比2.9%減となった．

月ごとの動向は，１月が前年同月比0.5%増，

２月3.6%増，３月0.6%増，４月0.4％減，５月

3.1％減，６月1.0%増となった．４月及び５月

は，昨年プレミアム商品券の販売が各市町で

行われたことの反動で，前年を下回っている．

具体的な消費動向としては，全般的に，食

料品や日用品での売上が堅調に伸び，売上全

体をけん引．一方ファッションや家庭用品の

うち一部業種では，気温の変化に対応し好調

であったものの，特に衣料品や家具等での落

ち込みに歯止めがかからず落ち込みが続いて

おり，業種業態間での格差が拡大している．

福井県中小企業団体中央会が調べた県内主

要共同店舗（地元協同組合方式のショッピン

グセンター，以下ＳＣ）の直近の売上動向調

査によると，食料品については商品の値上げ

や農産物等季節商品の価格上昇等もあり，売

上が堅調であるが，衣料品や家庭用品につい

ては苦戦している店舗が多い．近隣府県での

購買やネット通販との競合の影響を指摘する

声も多くなっている．また，店舗の競争力強

化に必要な人材の確保が引き続き難しくなっ

ており，業績に影響を及ぼしている店舗も少

なくないため，抜本的な対策の必要に迫られ

ている．

（芹沢利幸）

的での大幅増の反動減となっている．分譲住

宅は，104.3%と前年並みで堅調．

福井県中小企業団体中央会が毎月調査して

いる「情報連絡員報告」及び関連業界へのヒ

アリングによると，県内住宅関連工事業界で

は，堅調に引き合いがある状況ではあるが，

一部業種では熊本地震の復興関連で一時的に

資材が品薄となり入りにくくなっていること，

コスト競争により使用する材料の変化により

需要が伸び悩んでいることへの不安の声があ

る．また全体では，引き続き職人の確保が困

難になってきていることから，中小零細事業

者の経営環境は厳しさを増しているとの声が

多い．

（芹沢利幸）

図表１ 県内新設住宅着工戸数の推移

資料：福井県土木部建築住宅課

図表１ 大型小売店販売額の推移(全店ベース)

資料：近畿経済産業局
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□観光・レジャー

～2016年1-5月期の

外国人延べ宿泊者数が増加～

国土交通省観光庁が発表した，「宿泊旅行

統計調査報告」（「平成28年１～５月の各月

統計を集計）によると，福井県での延べ宿泊

者数は１－５月期で1,444,660人（前年同期

比94.9%）であった．そのうち過去１年間観

光目的の宿泊者が50%以上の施設には１－５

月期で815,980人（同103.2%），観光目的の

宿泊者が50%未満の施設には，同628,670人

（同86.0%）と，観光目的が主な施設で増加

した一方，観光目的の宿泊者が50%未満の施

設では減少した．

延べ宿泊者数のうち１－５月期で県内から

311,960人（同106.6%），県外から1,062,090

人（同92.2%）と昨年の北陸新幹線金沢開業

の反動か，県外客が微減．

県外客のうち，従業員数100人以上の宿泊

施設の居住地別宿泊者数を見ると，１－５月期

では東京都22,427人，大阪府15,159人，愛

知県12,034人，京都府4,877人，石川県4,261

人の順．東京都をはじめとした関東エリアの

都県で前年を大幅に上回る宿泊客数となって

おり，北陸新幹線の効果がうかがえる．

外国人宿泊者数（従業員10名以上の施設

への宿泊者数）については，１－５月期で延べ

29,190人（前年同期比118.9%）で，そのう

ち台湾が前年同期比155.6%で12,430人，次

いで中国4,900人，香港4,330人，そして前

年同期比578.3%で大幅に増加したタイ1,330

人，アメリカ850人の順であった．

□自動車販売

～乗用車は春以降堅調，

軽自動車は回復の兆し見えず～

福井県自動車販売店協会がまとめた新車販

売台数をみると，2016年１－６月期で総計

21,206台，前年同期比で93.8%であった．月

別では，前年同月比で１月101.3%，２月91.3%，

３月89.5%，４月97.9%，５月98.4%，６月

94.1%であった．

車種別の動向をみると，乗用車（普通車及

び小型車）は，前年同期比で100.3%．月別

では１月112.6%，２月89.9%，３月96.3%，４月

104.1%，５月111.5%，６月102.6%と，２月 及

び３月を除き堅調．人気ハイブリッド車のモ

デルチェンジや衝突安全防止装置など新技術

を搭載した車種を中心に販売台数を伸ばした．

一方軽自動車については，前年同期比で

86.2%．月別では１月91.0%，２月91.8%，３

月81.1%，４月87.5%，５月85.0%，６月82.0%．

昨年４月の軽自動車税増税以降，回復の兆し

が見えず販売低迷が続いているうえ，一部メ

ーカーでの燃費データ不正問題が影響し，よ

り厳しさを増している．

一方，貨物車（小型貨物及び普通貨物）は，

前年同期比で98.9%．月別では１月95.3%，２

月101.8%，３月90.9%，４月122.6%，５月

91.0%，６月104.6%と，堅調．

自動車業界では，年度当初は予定されてい

た2017年４月の消費税増税前の駆け込み需

要による販売増を見込んでいたが，増税が延

期となり，メーカーの新型車の投入等による

需要喚起に期待している．

（芹沢利幸）

図表１ 県内新車販売台数の推移（前年同月比）

資料：福井県自動車販売店協会
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また，施設所在地別客室稼働率は，福井市

で１月58.8%，２月69.4%，３月78.0%，４月

71.4%，５月66.6%．１－５月期では68.8%（前

年同期は71.1%）．

あわら市では，１月55.1%，２月64.8%，３月

61.9%，４月51.6%，５月53.1%．１－５月期で

は57.3%（前年同期は65.3%）であった．

また，平成28年６月３日発表「平成27年

福井県観光客入込数（推計）」（福井県観光営

業部観光振興課）によると，平成27年（１

月～12月）の福井県の観光客数（実人数）は，

1,270.9万人（対前年比112.3%）で，うち日

帰り客は1,005.5万人（同115.6%），宿泊客

は265.4万人（同101.4%）であった．

北陸新幹線金沢開業にあわせ，首都圏にお

ける集中的なプロモーションや北陸デスティ

ネーションキャンペーンの実施により，北陸・

福井の注目度が向上したことが主な要因．前

年観光客入込数100万人以上の観光地は「東

尋坊」１ヵ所のみであったが，「一乗谷朝倉

氏遺跡」や「恐竜博物館・かつやま恐竜の森」

で初めて100万人に到達した．また，「あわ

ら温泉」は平成14年以来，13年ぶりに100万

人に到達した．

県外からの観光客は，563.8万人（対前年

比120.1%）．特に関東地区からの観光客数が

44.4万人（対前年比139.2%）と大幅に増加

した． （芹沢利幸）

延べ
宿泊者数

宿泊目的割合
うち

外国人延べ
宿泊者数

宿泊目的割合

観光目的の
宿泊者が
50％以上

観光目的の
宿泊者が
50％未満

観光目的の
宿泊者が
50%以上

観光目的の
宿泊者が
50％未満

1,444,660 815,980 628,670 29,190 19,120 10,070

平成28年1-5月

１ 東京都 ２２，４２７

２ 大阪府 １５，１５９

３ 愛知県 １２，０３４

４ 京都府 ４，８７７

５ 石川県 ４，２６１

６ 岐阜県 ４，２５１

７ 兵庫県 ３，７３３

８ 滋賀県 ３，６００

９ 富山県 １，９７６

１０ 神奈川県 １，８８７

平成28年1-5月

１ 台湾 １２，４３０

２ 中国 ４，９００

３ 香港 ４，３３０

４ タイ １，３３０

５ アメリカ ８５０

６ 韓国 ７３０

７ シンガポール ３３０

８ ロシア ２９０

９ オーストラリア ２５０

１０ ドイツ ２３０

区 分
観光客数（実人数）

対前年比
平成２７年
構成比

〔参考〕観光客数（延べ人数）

平成２７年 平成２６年 平成２７年 平成２６年

県内客

日帰り ６，４３３，０００ ５，９０５，０００ １０８．９ ５０．６ １，１８９，３００ １１，００５，０００

宿 泊 ６３８，０００ ７１８，０００ ８８．９ ５．０ ７０８，０００ ７９７，０００

計 ７，０７１，０００ ６，６２３，０００ １０６．８ ― １２，６０１，０００ １１，８０２，０００

県外客

日帰り ３，６２２，０００ ２，７９６，０００ １２９．５ ２８．５ １４，７７１，０００ １２，０１６，０００

宿 泊 ２，０１６，０００ １，８９９，０００ １０６．２ １５．９ ２，５８４，０００ ２，４３５，０００

計 ５，６３８，０００ ４，６９５，０００ １２０．１ ― １７，３５５，０００ １４，４５１，０００

合 計

日帰り １０，０５５，０００ ８，７０１，０００ １１５．６ ７９．１ ２６，６６４，０００ ２３，０２１，０００

宿 泊 ２，６５４，０００ ２，６１７，０００ １０１．４ ２０．９ ３，２９２，０００ ３，２３２，０００

計 １２，７０９，０００ １１，３１８，０００ １１２．３ １００．０ ２９，９５６，０００ ２６，２５３，０００

図表１ 宿泊目的別、県内・県外別宿泊者数【福井県 平成28年1-5月】 （人泊）

資料：国土交通省 観光庁『宿泊旅行統計調査報告』

図表２ 居住地別宿泊者数【福井県】 図表３ 国籍別外国人宿泊者数【福井県】
(延べ人) (延べ人)

図表２・３ 資料：国土交通省 観光庁『宿泊旅行統計調査報告』

図表４ 平成２７年の福井県の観光客入込概要 （単位：人，％）

福井県観光営業部観光振興課「福井県観光客入込数（推計）」
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５．主要経済指標

□鉱工業生産指数
～原指数は増加と減少を繰り返し，

季節調整済指数は2016年から減少傾向となる～

2010年を100とする2016年４月の鉱工業

生産指数（総合）は，原指数で116.2となり，

前年同月比3.8％の減少となった．2014年９

月から2015年11月まで15か月連続で増加し

ていたが，12月に0.5％の減少となり，その

後は増加と減少を繰り返している．

業種別でみると，増加したのは生産用機械

工業（前年同月比73.8％増加）をはじめ，プ

ラスチック製品工業（同15.4％増加），輸送

機械工業（同10.9％増加），非鉄金属工業（同

8.6％増加）などであった．一方，減少した

業種は電子部品・デバイス工業（同14.6％減

少）をはじめ，電気機械工業（同10.5％減少），

はん用機械工業（同9.6％減少），繊維工業（同

5.9％減少），金属製品工業（同5.8％減少）な

どであった．

また，季節調整済指数（総合）は117.1で，

前月比1.1％の減少となった．こちらは2014

年後半から増加と減少を繰り返しているが，

2016年に入ってから減少の月が多くなって

いる（図表１，２）． （井上 武史）

□電力需要

～全体では減少傾向が転じつつあり，

産業用でも増加傾向が続いている～

北陸電力福井支店の発表による2016年３

月の電力需要は，663.5百万 kWhとなり，

前年同月比0.3％の増加となった．2015年９

月から2016年１月まで５か月連続で前年を

下回っていたが，２月と３月は上回った．

用途別では，電力は対前年比で3.3％の減

少であった一方，気温が前年よりも高かった

ことによる暖房需要の減少などから業務用は

4.1％の減少，電灯はうるう年による日数増

の影響などから0.8％の増加となっている．

産業用については，同1.9％の増加であっ

た．2015年に入ってから10月と12月のみ減

少したが，他は増加している．業種別需要実

績（大口）でみると，増加したのは金属製品

（前年同月比8.5％増，3.6百万 kWh）をはじ

め，機械（同6.4％増，91.5百万 kWh），公共

用等（同5.6％増，26.1百万 kWh），化学（同

4.9％増，40.4百万 kWh）など７業種であっ

た一方，減少した業種は紙・パルプ（同38.0

％減，2.2百万 kWh）をはじめ，鉄鋼（同12.9

％減，1.8百万 kWh），窯業・土石（同4.4％

減，9.2百万 kWh）など４業種であった（図

表３）．

なお，平成27年度の販売電力量は73億7百

万 kWhとなり，前年度比で0.5%減と５年連

続で前年度を下回った. （井上 武史）

業 種
原指数（H22年＝100）季節調整済指数（H22年＝100）

前年同月比（％） 前月比（％）

鉱工業総合 116.2 ▲3.8 117.1 ▲1.1

繊維工業 85.6 ▲5.9 83.1 ▲2.9

織物 96.0 ▲5.7 94.9 ▲4.8

染色整理 104.0 ▲1.3 98.7 2.3

その他の繊維 106.9 ▲10.0 106.7 ▲2.7

機械工業 154.3 ▲7.6 159.1 ▲6.1

一般機械 100.0 58.0 125.5 ▲11.2

電気機械 68.9 ▲10.5 77.5 ▲8.4

輸送機械 151.4 10.9 157.3 9.8

化学工業 98.2 ▲3.3 98.0 8.2

プラスチック工業 123.0 15.4 120.7 1.6

その他の工業 81.4 6.8 78.3 ▲5.9

図表１ 鉱工業生産指数の動き

図表３ 電力需要

図表２ 業種別生産指数（2016年４月）

資料：福井県総務部政策統計課 資料：北陸電力福井支店
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□保証承諾

～保証承諾，代位弁済ともに概ね減少傾向となっている～

福井県信用保証協会がまとめた2016年５

月の保証承諾は，件数で168件（前年同月比

16.4％減），金額では17億17百万円（同20.0％

減）と，いずれも減少した．また，１件あた

りの承諾額（1,022万円）は前年（1,067万円）

を下回っている．前年同月比で傾向をみると，

件数では2015年は５月から13か月連続で減少

しており，金額でも2015年５月以降は2016

年１月と３月を除いて減少している．全体的

には，概ね減少傾向が続いていると言える．

業種別では，建設業が５億31百万円（前

年同月比18.3％増）で引き続きトップ，以下，

サービス業の２億41百万円（同61.2％増），

小売業の２億円（同45.3％減），卸売業の１億

87百万円（同48.2％減）と続いている．

資金用途別（当月末）では，運転資金（貸

付）が15億70百万円となり，全体の91.5％

を占めている．また，設備が１億16百万円

（全体の6.7％）となっている．

一方，代位弁済は17件（８企業）の２億22

百万円で，前年同月比は件数で43.3％の減少，

金額でも37.8％の減少となった．2015年末に

かけて一時的な増加はあったものの，最近は

減少の月が多くなっている（図表４）．

（井上 武史）

□雇用情勢

～有効求人倍率が1.8，新規求人倍率が2.4に達する～

2016年５月の雇用情勢は，求職 者 数

（11,564人）を上回る求人数（18,763人）と

なり，有効求人倍率（季節調整値）は1.83倍

となった．2008年11月まで55か月連続で１

倍台となって以降，逆に25か月連続で１を

割り込んでいたが，2011年１月から再び65

か月連続で１倍台を維持している．2016年４

月には1.86倍となった．

一方，新規求人倍率は，新規求人数が6,398

人，新規求職申込件数が2,927人で，2.44倍

（季節調整値）となっている．こちらは2009

年８月に１倍台を回復して以来82か月連続

で１を超えている．

５月の新規求人数を職種別にみると，製造

業は893人で前年同月比8.8％の増加となっ

ている．業種別に内訳をみると，増加したの

ははん用機械器具製造業と業務用機械器具製

造業の100.0％増をはじめ，木材・木製品製

造業の66.7％増などであった．減少した業種

はゴム製品製造業の83.3％減，輸送用機械器

具製造業の80.5％減などであった．一方，非

製造業で増加した業種は複合サービス事業の

133.3％増などであった．減少した業種は電

気・ガス・熱供給・水道業の83.3％減などで

あった（図表５）． （井上 武史）

図表５ 月別求人求職状況

（新規学卒を除きパートを含む）図表４ 保証承諾の推移

資料：福井県信用保証協会 資料：福井労働局
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□所定外労働時間

～2015年前半の増加傾向から

後半以降は減少傾向に転じる～

毎月勤労統計調査により，2016年４月の所

定外労働時間（規模30人以上の事業所）を

みると，2010年の平均を100とした指数で

123.1と，前年同月比で0.7％増となった．

2015年７月から2016年３月まで９か月連続

で減少したが，４月はわずかながら増加とな

った．次に，景気動向と関係が深い製造業で

は，４月に121.4（同2.7％減少）となった．

こちらも2015年８月から９か月連続で減少

している．全体的に見れば，2015年の前半ま

では増加傾向が続いていたが，後半以降は減

少傾向に転じている．

なお，業種別でみると増加と減少がほぼ同

じ数である．増加したのは宿泊業・飲食サー

ビス業の前年同月比53.3％増をはじめ，医療

・福祉（同26.1％増），電気・ガス・熱・水

道業（同20.1％増），運輸業・郵便業（同16.3

％増），サービス業（他に分類されないもの）

（同14.7％増）など８業種となっている．ま

た，減少した業種は情報通信業の前年同月比

50.0％減をはじめ，建設業（同36.5％減），

学術研究・専門・技術サービス業（同30.1％減），教育・

学習支援業（同14.5％減）など７業種となっ

た（図表６）． （井上 武史）

□企業倒産

～４か月連続で負債総額が10億円を下回り，

上半期の2015年は大型倒産が負債総額を

押し上げたが，倒産件数は小康状態にある～

東京商工リサーチ福井支店発表による２０１６

年６月の企業倒産は５件発生し，３億9,100

万円の負債総額であった．前年同月と比較し

て件数は１件増加し，負債総額では約２億

8,300万円の増加となった．2015年４月に負

債総額が729億1,400万円と単月集計で過去

最大となり，12月にも36億2,800万円となっ

たが，2016年３月から４か月連続で10億円

を下回っている．（図表７）．

産業別にみると，卸売業が２件，建設業，

製造業，サービス業他がそれぞれ１件となっ

ている．また，原因別では販売不振が４件，

既往のシワ寄せが１件であった．業歴別では

30年以上が３件，10年以上と不明がそれぞれ

１件となっている．

東京商工リサーチによると，2016年上半期

は倒産件数が28件で前年同期比８件の減少，

負債総額は33億4,300万円で同775億9,500

万円の減少となった．いずれも過去10年間

で最少となっている．しかしながら，当面，

倒産の急増は見込み難いが水面下では息切れ

企業の増加も危惧されるだけに，夏場を境に

倒産が緩やかに増加に転じる可能性が高まっ

ているとしている．

（井上 武史）図表６ 労働時間指数（所定外）の推移

規模30人以上

図表７ 企業倒産の推移

資料：福井県総務部政策統計課 資料：東京商工リサーチ福井支店
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